
高齢者の生涯学習～若者との交流をもとに～

東京都中野区ことぶき大学大学院（６４歳以上の中野区民を対象とする社会
参加を意図した大学院において、最後の３回の講座を三輪が講師となり、お茶大

生と講座生との異世代交流の中で、社会参加の計画を立てる講座を実施している。

新しく集中
攻撃される
受信先

平成１６年度から毎年、東京都中野区生涯学習課の「ことぶき大学大学院」の講座にかかわる。１
１月以降の３回を三輪が講師となり、「学んだ成果を地域に活かす～若者とともに考える」を実施。

↓
お茶の水女子大学の社会教育（生涯学習）特殊講義（三輪担当）の受講生が例年２０名ほど参加
し、ことぶき大学大学院生とともに、社会参加をめぐってディスカッションをし、口頭発表を行う。「私

にとっての地域とは」「学んだ成果を地域に活かすとは」「若者と共に考えよう」というテーマ
↓

成果
①高齢者にとって：異世代間とのコミュニケーション
②高齢者にとって：社会参加の具体的なイメージができ、社会参加をしやすい
③学生にとって：高齢者の積極的な学習活動、社会参加活動
④学生にとって：生涯学習の現場から、生涯学習者の学びの実態を理解する。
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